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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月18日(2010.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線チャネル上のベクトルの非対称ビーム形成送信に対する方法において、
　ＮT＞ＮR＞０である、ＮT個の送信アンテナ及びＮR個の受信アンテナを持つ無線通信シ
ステムを提供するステップと、
　予め選択された技術を用いて各行が同じパワーを持つようにビーム形成行列を調節する
ステップと、
　前記調節されたビーム形成行列を使用して前記チャネル上でＮR個のデータストリーム
として前記ベクトルを送信器により送信するステップと、
を有し、前記送信されたＮR個のデータストリームが等しいパワーを持つ、方法。
【請求項２】
　調節技術を予め選択するステップが、総当り正規化を予め選択することからなり、
　前記送信器において前記調節するステップを実行する、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記調節するステップが、総当り正規化、ｊ＞０である±１±ｊへの量子化、機能停止
確率に基づく最適化、ハイブリッド最適化及び周波数領域に対する最適化からなるグルー
プから調節技術を予め選択するステップを更に有する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記調節するステップが、
　受信器において前記チャネルを推定するステップと、
　前記受信器において前記調節するステップを実行するステップと、
　前記調節されたビーム形成行列を前記送信器にフィードバックするステップと、
を更に有する、請求項３に記載の方法。
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【請求項５】
　前記受信器により前記送信及びビーム形成されたＮR個のデータストリームを結合する
ステップを更に有する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　ＮT＞ＮR＞０である、ＮT個の送信アンテナ及びＮR個の受信アンテナを持つ複数アンテ
ナシステムに対するビーム形成装置において、
　ビーム形成パワーを等化する情報の記憶用のメモリと、
　受信された信号の受信、予め選択された等化技術によってＮR個のデータストリームに
対してビーム形成送信パワーを等化する情報の前記受信された信号からの推定、及び前記
メモリ内の前記情報の記憶に対するパワー等化器構成要素と、
を有する装置。
【請求項７】
　前記予め選択された技術が、総当り正規化、ｊ＞０である±１±ｊへの量子化、機能停
止確率に基づく最適化、ハイブリッド最適化及び周波数領域に対する最適化からなるグル
ープから選択されたビーム形成行列調節技術である、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記メモリが、チャネル状態情報、ビーム形成情報及び調節されたビーム形成情報を有
し、
　前記パワー等化器構成要素が、前記チャネル状態情報の推定及び前記メモリへの記憶に
対するチャネル推定モジュールと、ＮR個のデータストリームの送信パワーを等化する、
前記ビーム形成情報の決定及び前記メモリへの記憶並びに前記調節されたビーム形成情報
の調節及び前記メモリへの記憶に対するビーム形成行列調節モジュールとを有する、
請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記パワー等化器構成要素が、前記調節されたビーム形成情報を含むフィードバック信
号を提供するフィードバックモジュールを更に有する、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　送信ビーム形成及び受信結合複数アンテナシステムにおいて、
　ＮT＞ＮR≧１である、ＮR個の受信アンテナを含む少なくとも１つの受信器と、
　前記ＮR個の受信アンテナに対するＮR個のデータストリームのビーム形成送信に対する
ＮT個の送信アンテナを含む少なくとも１つの送信器と、
　予め選択された等化技術によって、前記送信されたＮR個のデータストリームにわたり
ビーム形成送信パワーを等化するために前記少なくとも１つの送信器により使用されるべ
き調節されたビーム形成行列、及び前記調節されたビーム形成行列のメモリへの記憶を提
供する少なくとも１つのチャネル推定器／パワー等化器装置と、
を有するシステム。
【請求項１１】
　前記予め選択された等化技術が、総当り正規化、ｊ＞０である±１±ｊへの量子化、機
能停止確率に基づく最適化、ハイブリッド最適化及び周波数領域に対する最適化からなる
グループから選択された調節されたビーム形成行列を出力する技術である、請求項１０に
記載のシステム。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのチャネル推定器／パワー等化器装置が、前記少なくとも１つの送
信器に動作可能に接続され、前記予め選択された等化技術が総当り正規化である、請求項
１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのチャネル推定器／パワー等化器装置が、前記少なくとも１つの受
信器に動作可能に接続されたフィードバックモジュールを更に有し、前記フィードバック
モジュールが、前記送信されたＮR個のデータストリームにわたりビーム形成送信パワー
を等化するために前記送信器により使用するためにフィードバックチャネルを介して前記
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送信器にフィードバックされるべき前記調節されたビーム形成行列を有するフィードバッ
ク信号を提供するように構成される、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１４】
　ビーム形成送信器装置において、
　ＮT＞ＮR＞０である、ＮR個の受信アンテナに対するＮR個のデータストリームのチャネ
ル上のベクトルのビーム形成送信に対するＮT個の送信アンテナと、
　前記チャネルの推定及びビーム形成行列を決定し、総当り等化技術によってＮR個のデ
ータストリームにわたりビーム形成送信パワーを等化するように前記ビーム形成行列を調
節するパワー等化器構成要素と、
　等しいパワーを持つＮR個のデータストリームとして前記ベクトルを送信するのに前記
調節されたビーム形成行列を使用する送信器と、
を有するビーム形成送信器装置。
【請求項１５】
　結合受信器装置において、
　ＮT＞ＮR＞０である、ＮR個のデータストリームのチャネル上のベクトルのＮT個の送信
アンテナを持つ送信器によるビーム形成された送信の受信及び結合に対するＮR個の受信
アンテナと、
　予め選択された等化技術によって、前記送信されたＮR個のデータストリームにわたり
ビーム形成送信パワーを等化するために前記送信器により使用するためにフィードバック
されるべき調節されたビーム形成行列を提供するチャネル推定器／パワー等化器／フィー
ドバック装置と、
を有する結合受信器装置。
【請求項１６】
　前記予め選択された等化技術が、総当り正規化、ｊ＞０である±１±ｊへの量子化、機
能停止確率に基づく最適化、ハイブリッド最適化及び周波数領域に対する最適化からなる
グループから選択された前記調節されたビーム形成行列を作成する技術である、請求項１
５に記載の受信器装置。
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